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４. インフラの維持管理のための解析

急激な気候変動、大気汚染や人口増加が進行

1. 背景：３次元点群の利活用について

カメラやセンサーなどを利用した
効果的なセンシングが望まれる
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• 森林資源の保全や管理のために、
樹木の分布や量・構造情報などの調査が重要

• 毎木調査などの人の手による作業も多く、
森林の調査には多大な労力を要する
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２. ライダー (LiDAR)を利用した３次元計測

対象に光を照射し、その反射を利用することで、
対象の３次元的な形状を求めることができる

手で持つタイプや、自動車に搭載するタイプ、一点に
設置し高精度な計測を行うものなどがある

対象の３次元的情報に加え色情報なども取得可能

点群の有効利用のために高度な解析技術が必要

３. ３次元点群からの樹木個体の自動検出

各樹木の樹高などの情報を自動抽出 [1] 

都市部などでは樹木以外の構造物も多く存在するため、
樹木個体の自動抽出が困難となる

機械学習や点群処理を利用し、多様な形状を有する点
群から樹木個体のみを高精度に検出 [2, 3]

 UAV搭載型のライダーデータからの樹木個体の検出

• 広域な計測が可能になるだけでなく、同様の計測の繰り返
しも可能になる
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解析：LiDAR toolbox, Deep Learning Toolbox, Compute Vision Toolbox

地図への可視化；Mapping Toolbox

データの前処理など：Statistics and Machine Learning Toolbox を用いた
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